
第１回 柳井市総合計画審議会 議事録（要旨） 

日時 令和８年３月２３日（月曜日） １３：３０～１５：３０ 

場所 市役所３階 大会議室 

出席者 

（敬称略） 

委 員：脇野 幸太郎（周南公立大学）、藤中 孝子（大畠商工会）、酒井 章（山口県漁

業協同組合柳井支店）、梅村 友美（柳井地区労働者福祉協議会）、西岡 琴美

（柳井市教育委員会）、佐川 京子（山口県厚生農業協同組合連合会周東総合

病院）、吉山 夕佳里（柳井市社会福祉協議会）、松重 伸子（柳井市観光協会）、

砂田 真二（柳井地区広域消防組合）、芦岡 啓子（柳井市民生委員児童委員協

議会）、三浦 真理花（株式会社周防ケーブルネット）、中原 千惠子（柳井市女

性団体連絡協議会）、松中 透（柳井市地区コミュニティ連絡協議会）、田中 朋

子（公募市民）、藤本 恵理（公募市民） 

欠席：秋田 京子（柳井商工会議所）、山本 伸一（山口県農業協同組合南すお

う統括本部）、島﨑 康隆（柳井商工会議所金融部会）、石原 良晃（大島商船高

等専門学校）、宗里 照美（山口県保育協会柳井支部） 

 

事務局：井原市長、宮本副市長、西元教育長、藤村総合政策部長、丸川総務部長、礒部

建設部長、有道経済部長、藤森市民部長、益田健康福祉部長、室田教育長、丸

川会計管理者、三浦政策企画課長、惣上分政策企画課長補佐、柳本政策企画

課主査 

次第 １ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 会長・副会長の選出 

４ 会長・副会長の挨拶 

５ 諮問 

６ 議事 

第３次柳井市総合計画基本構想（案）について 

７ その他 

 

■議事概要 

１ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 会長・副会長の選出 

 ・互選により、会長に脇野委員、副会長に石原委員を選出。 

４ 会長・副会長の挨拶 

５ 諮問 

 ・市長から本審議会へ、総合計画の策定に関し、必要な事項を調査審議するため諮問。 

 

 

 

 

 

 



６ 議事 第３次柳井市総合計画基本構想（案）について 

【会長】 

会議次第に従い、議事を進行する。最初に、委員の出席状況を確認し、本委員会委員２０名のうち１５

名が出席しており、審議会条例第６条第２項の規定により会議が成立していることを報告する。続いて、

事務局に資料の説明をお願いしたい。 

 

・事務局より資料の説明 

 

【会長】 

本日の議題である第３次柳井市総合計画基本構想（案）については、内容が多岐にわたるため、３つ

のパートに分けて説明及び協議を進めることとする。 

 まず、総合計画の策定の流れ及び基本構想（案）のうち、「柳井市の目指す将来都市像」までについて、

事務局に説明をお願いしたい。 

 

【三浦政策企画課長】 

・資料３「第３次柳井市総合計画について」、資料４「第３次柳井市総合計画基本構想（案）」に基づき説

明 

 

【会長】 

ただいまの説明では、総合計画の構成、それから策定までの流れでこちらが資料３の内容になり、

それから資料４、基本構想案のうちの第１章に相当する、柳井市の目指す将来都市像、こちらの内容に

ついて説明を受けた。この部分について、委員の皆様からご意見ご質問などあればお願いしたい。 

ー特になしー 

続いて、資料４の３ページ以降の内容である、まちづくりの基本目標と基本施策の説明に移りたい

と思う。そのうち基本目標の１から６について、事務局から説明をお願いしたい。 

 

【柳本政策企画課主査】 

  資料４「第３次柳井市総合計画基本構想（案）」の基づき説明。 

 

【会長】 

ただいま基本構想（案）の基本目標の１から６の内容について説明を受けた。 

この部分について、委員の皆様からご意見ご質問などあればお願いしたい。 

 

【委員】 

８ページ記載の、幅広い分野での国際交流を推進しますとあるが、幅広い分野でどういう国際交流

を考えているのかお聞きしたい。 

 

【三浦政策企画課長】 

個別の事業、どういうものかというところは今後の基本計画で詰めていく。方向性として幅広い分

野での国際交流を推進していきたいということである。 

 

 



【委員】 

９ページ記載の医療・保健の分野になると思うが、個人病院の先生方の高齢化が進んでいる。これ

が１０年後２０年後、医師の確保が課題になるのではないかという懸念がある。 

 

【益田健康福祉部長】 

ご指摘のとおり、市内のかかりつけ医の先生方の高齢化が進んでおり、１０年後２０年後、開業医の

確保については課題であると認識している。その一方で、周東総合病院のような大きな病院について

も、医師不足、看護師不足というような現実もある。病院の病床数自体も国としては、全国的に減らし

ていこうという動きの中、在宅で生活をするというところにおいては、やはりかかりつけ医、いわゆる

開業医の方の力というのは非常に大きいと考えている。 

現実問題として厳しい認識は持っているが、何とかかかりつけ医を皆さんが持てるような、そうい

った社会、医療という部分が提供できるよう市としてもしっかりと取り組んでいきたいと考えている。 

 

【委員】 

４月から自転車のルールが変わるのをご存じだと思うが、市としてはその対策があるのか、また、

道路と歩道でも自転車が通ってもいいところがはっきり区別されているかどうか、その辺のことをお

聞きしたい。 

 

【礒部建設部長】 

現状、柳井市内の道路については、ご承知の通り、きちんと自転車と歩行者とか区別するような歩

道というのは、なかなかない。 

今後そういった問題のある道路、例えば今ある狭い歩道については、植樹をしてある道路もあるの

で、木を切ることで、歩道を確保するとか、そういったことに取り組んでいきたい。 

 

【委員】 

１５ページ記載の農林水産業の中で、６次産業化とあるが、全国的に見てもトラブルが多い中、必要

な取組なのか。 

 

【有道経済部長】 

具体的なトラブルについて承知しているわけではないが、本市においても６次産業化の取組は少し

ずつ進んでいるため、参考となる事例は取り入れながら、同様の方向性を目標として取り組んでいき

たい。 

 

【会長】 

この６次産業化を進めるという表現だと、農業や漁業あらゆる分野において総合６次産業化を進め

るというような、少し強い表現に感じる。利点は取り入れつつ、この６次産業化を推進する中で、生じ

る様々なトラブルなど課題を踏まえつつ、どのような６次産業化を模索するかというような方向性が

示されるといいのではないかと思う。 

 

 

 

 



【委員】 

１４ページに記載の本市らしい良好な景観の保全と、再生可能エネルギーの導入等は、相反する面

もあると思うので、この辺はきちんとルールを設け、両方がうまく行くような方向で取り組んでほしい。 

 

【委員】 

９ページの記載について、周東総合病院における産婦人科の撤退により、市内での出産が困難な状

況となっており、近隣の医療機関での出産というのが一般的になってきている。そのあたりを文面の

中に入れ、柳井で子供は産めないけど、近隣できちんと子供を産み、柳井で育てられるっていうとこ

ろを、加味したほうがいいんではないかという印象である。 

 

【委員】 

  地域住民の交流が希薄になっていく中、他の自治会ではどのような取組が行われているのか聞き

たい。 

 

【藤村総合政策部長】 

地域の夢プランというものがあり、地域の課題を地域で解決するために、住民相互で話をしながら

解決を図っていく。この取組が、まず１つ大きな本市としての取組だと考える。また市民活動センター

では、行政だけではなく市民が自主的に取り組んでいける活動を支援している。ただ、その中で、人材

の確保、特に若い世代の確保が課題になっている。 

 

【委員】 

５ページの記載について、柳井市の情報は広報紙が一番であり、定期的に配布されるということで、

できるだけ情報は早く、広く、一人一人の手元に届くようにして欲しいということが一番。また、過去

の広報紙も閲覧できるホームページの活用というのは、とても重要だと思う。さらに、ＳＮＳなどＤＸ

の普及がすごく進んでいくと思う。 

９ページの基本目標３の部分で、本基本目標では、身体的、精神的、社会的に満たされた状態を実

現するまちづくりを目指しますと記載されている。この基本目標の中で、持続可能という言葉は何回

も出てくるが、ｗｅｌｌｂｅｉｎｇ（ウェルビーイング）という言葉が１回も出てきていない。また、支え合うと

か、助け合うとか、触れ合うとかという、合うという言葉が出てきており、地域社会より地域共生社会

といった言葉が必要だと考える。その辺をもう少し記載して欲しいと思う。 

 

【三浦政策企画課長】 

ｗｅｌｌｂｅｉｎｇは、今、よく言われる言葉であり、状態を示すような文言ではある。本市の基本構想に

おいてｗｅｌｌｂｅｉｎｇという視点はもちろん大事にしているが、あえてそのままｗｅｌｌｂｅｉｎｇという単語

は入れずに表現させてもらっている。それに加え、最近時々聞く言葉ですがｗｅｌｌdoｉｎｇという自分た

ちが関わっていくという、そういう部分も加味して、基本構想を作っている。 

 

【会長】 

９～１０ページに記載されている「自立」という表現について、障がい者福祉や社会保障の分野では、

支援を受ける側を客体として捉える印象を与える可能性があるため、表現には配慮が必要ではない

かと考える。 また、「自立」は経済的な自立のみを意味すると受け取られる場合があり、障がいのある

人や低所得者が「自立していない」といった誤解につながるおそれがあることから、「地域共生社会」



の考え方と関連付けて表現できればと思ったところである。    

続いて、資料４の将来の人口、土地利用の基本的な考え方、資料６市民意識調査について事務局か

ら説明をお願いしたい。 

 

【柳本政策企画課主査】 

 資料４「第３次柳井市総合計画基本構想（案）」、資料６「第３次柳井市総合計画策定に向けた市民意

識調査結果報告書」に基づき説明。 

 

【会長】 

ただいま説明を受けた部分について、委員の皆様からご意見ご質問などあればお願いしたい。 

ー特になしー 

本日の審議については以上とさせていいただく。事務局におかれては、本日いただいたご意見、ご

提言を今後の総合計画策定に生かしてくださるようお願いする。 

 

７ その他 

【三浦政策企画課長】 

  資料５「第３次柳井市総合計画スケジュール（案）」に基づき説明。 

 

以上 


